
2011 年 10 月 騒音・振動研究会 

 

騒音・振動研究会 

委 員 長  尾本  章 

副委員長  岡田 恭明 

幹  事  太田 篤史，高田 正幸，土肥 哲也 

 

日  時  平成 23 年 10 月 21 日（金）13:00～15:40 

場  所  東北文化学園大学 1 号館 1 階 1184 ゼミナール室 

（〒981-8551 仙台市青葉区国見 6-45-1，アクセス方法：JR 利用の場合：仙山線で 15 分「国

見駅」徒歩 1 分、バス利用の場合：仙台西口バスターミナル 15 番のりば【南吉成・国見ケ丘 1

丁目】【南吉成・中山台・実沢（営）】。交通案内は次の URL を参照してください。

http://www.tbgu.jp/univ/?page_id=805 世話役：香野俊一先生） 

（参加費：無料，資料代：1,000 円（騒音・振動研究会資料の年間購読会員、学生は無料）） 

 

議  題 ―― 一般 ―― 

―― 13:00～15:00 ―― 

1．建設工事騒音の評価時間について 

○加来治郎（小林理研） 

2．空白時間の長さが間欠騒音の印象に与える影響 

○森長誠，月岡秀文（防衛施設協会），加来治郎（小林理研），桑野園子，難波精一郎（大阪大学） 

3．MRI 検査時に発生する駆動音について 

〇近井聖崇，下野泰裕，武藤憲司（芝浦工大），八木一夫，荒川裕貴（首都大） 

―― 休憩（20 分） ―― 

―― 15:20～16:40 ―― 

4．ベトナムにおける航空機騒音と道路交通騒音による生活活動妨害への影響 

〇森原崇（石川高専），矢野隆，T.L.Nguyen，H.Q.Nguyen（熊本大学）， 

西村強（崇城大学），佐藤哲身（北海学園大学） 

5. 「大震火災遭難実記 -関東大震災女学生の記録-」に記された音の記述 

〇船場ひさお（フェリス女学院大学） 

 

◎発表会終了後，懇親会を予定しています。 

◎11 月に音バリアフリー調査研究委員会，建築音響研究会との共催研究会『東日本大震災と音支援』の開催

を計画しております。これに先立ち，研究会翌日の 22 日（土）にこの度の震災の実情を知るという意味

もあり，世話人・香野先生のご厚意により現地を案内して頂く機会を設けます。参加をご希望の方は下記

メールにて申し込みください。（締め切り：10 月 7 日，なお移動車両の定員の都合上，申込みが多い場合

は締め切らせて頂く場合もあります）（注：研究会の付帯行事ですので 22 日のみのご参加は原則お断りし

ております） 

nv-info@kobayasi-riken.or.jp 
 

☆今後の開催予定  [  ] 内原稿締切日 

・11 月 4 日 早稲田大学（会場が変更になりました）「東日本大震災と音支援」[10 月 21 日（金）] 

（建築音響研究委員会、音バリアフリー調査研究委員会との共催） 

 



☆騒音・振動研究会の情報は下記のホームページに掲載しています。是非，ご覧下さい。 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/asj/N/ 

 

◎騒音・振動研究会の発表申込・問合先 

E-mail：nv-info@kobayasi-riken.or.jp 

太田 篤史（横浜国立大学）Tel. 045-339-4062 

高田 正幸（九州大学）    Tel. 092-553-4563 

土肥 哲也（小林理研）   Tel. 042-321-2841 


